
























































































































































































































































































































































































（『方丈記』簗瀬一雄訳注　角川ソフィア文庫　99 〜 100 頁）
と記されているように、京都の被害は甚大であった。この時、法然は 53 歳であり、43 歳で浄土宗を開宗した後、
比叡山を下り吉水の地に住していた。『往生浄土用心』の内容は、経典に基づくものであることはもちろんの
こと、自らが地震を体験した上での言葉である可能性が高いと考えられるのである。
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